
こころのつながりをよもう（１年）

お手がみ

●指導目標

「お手がみ」の場面の様子や登場人物の気持ちを想像しながら読み，一度も手紙をもらったことがない

がまくんに心温まる手紙を書いたかえるくんのやさしさや，がまくんとかえるくんが友だちであることを

幸せに感じている二人に共感するとともに，童話の世界を楽しむことができる。

（１）態度

△ 楽しんで読もうとすること 〈読む〉。

△ 表現に即して場面の様子や登場人物の気持ちを思いうかべながら読もうとすること 〈読む〉。

（２）技能

○ 話のあらすじをたどりながら読むこと 〈読む〉。

○ 表現に即して，場面の様子や登場人物の気持ちを想像すること 〈読む 〈書く〉。 〉

○ 場面の様子や登場人物の気持ちを思いうかべながら音読すること 〈読む〉。

（３）言語事項

● 作品を読むために必要な語句を文脈の中で理解すること。

● 主語と述語の関係に注意して読むこと。

● 新出漢字を読んだり書いたりすること。

●教材について

（１）児童の実態

技能の習熟度

○人物の気持ちを想像する技能について

ア．想像の手がかりになる言葉を的確にとらえ，想像することができる。…８名

イ．想像の手がかりになる言葉の一部に反応しているので，想像がたりない。… 名14
ウ．表現に即さない勝手な想像をしている。…２名

ほとんどの子どもが，おおまかな想像をすることができる。手がかりとなる言葉をおさえ，根拠を

明確にして想像することが十分にできない子どもが多いので，手がかりになる言葉をおさえ意味を明

確にしながら想像するようにする。

（２）習熟度に応じた学習シートの開発

○人物の気持ちを想像する技能について

：手がかりになる言葉をおさえて適切に想像できるので，自由に読み，自由に書くことができるシ♥

ートで学習する。

：手がかりになる言葉をおさえることが不十分なので，手がかりになる言葉にサイドラインを引か♦

せ，リード文のついたシートで学習する。

：読んだり書いたりする技能が十分でない。まず，リード文に沿って読むと，想像の手がかりになる♠

言葉に反応できるようにする。次に，それらを書き，書いた言葉を手がかりにして気持ちを想像させ

る。

（３）シート選択予想人数（児童数 名）24
コース名 コース コース コース♥ ♦ ♠

予想人数 １０人 １２人 ２人
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● 学習指導計画（全１２時間）

過
行動的目標 学習評価程 課 題

と
時
間

直 「お手がみ」を直観的に読んで，登場 観点・登場人物をおさえ，話のあら

観 人物や話のあらすじを書いたり話した すじをとらえることができたか。「お手がみ」は，どん

なおはなしですか。 ・行動的目標による読 りすることができる。 基準

<あらすじ)み

〈学習シート〉 Ａ… 枚の挿絵を並べ，話のあら( )がまくんとかえるくんは悲しい気持で手がみを待っていまし1 5
シート１（略） すじをとらえている。第 た。

Ｂ… 枚の挿絵を並べ，話のあら１ ( )かえるくんは大急ぎでがまくんに手がみをかきました。2 5
すじに一部読み落としがある。・ ( )かえるくんはがまくんの家へ戻り，一緒に手がみをがく3

Ｃ…あらすじがとらえられていな２ るのを待っていました。

時 い。( )かえるくんががまくんに手がみをかいたことを話しました。そ4

， 。して 二人はしあわせな気持ちで手がみを待っていました

。( )かえるくんの手がみを受け取ってがまくんはとても喜びました5

分 がまくんが悲しそうな顔をしている 観点・悲しい気分で玄関の前に腰を

析 場面（第１場面）を読んで，その場面 おろしているがまくんやかえるくんがまくんとかえるく

読 の様子やがまくんやかえるくんの気持 の気持ちを思いうかべながら読むこんはどんなことをおも

み ちを次のことばを手がかりに想像し， とができたか。いながら，げんかんの

まえにこしをおろして ・行動的目標による話したり書いたりすることができる。 基準

方法・条件法による自己評価いるでしょうか。

がまくん：一日のかなしいときなんだ Ａ…がまくんやかえるくんの気持第

ふしあわせな気もちになるん 〈学習シート〉 ちを表す言葉をおさえ，がまく３

時 だよお手紙もらったことない シート２（略） んやかえるくんの悲しい気持ち

んだもの を想像することができる。

一ども・ゆうびんうけは空っ Ｂ…がまくんやかえるくんの気持

ぽ ちの想像が不十分である。

かなしい気ぶん Ｃ…表現に即さない勝手な想像を

かえるくん：一どもかい・かなしい気ぶん している。

かえるくんが手紙を書いて，かたつ 観点・がまくんに手がみを書いたか分

むりくんへ渡した場面（第２場面）を えるくんの気持ちを思いうかべなが析 かえるくんは，どん

読んで，かえるくんの様子や気持ちを ら読むことができたか。読 なことをおもいながら，

み 手がみをかいたのでし ・行動的目標による次のことばを手がかりに想像し，話し 基準

たり書いたりすることができる。 方法・条件法による自己評価ょうか。

そして，かえるくん Ａ…かえるくんが急いでいる様子

第 かえるくん：大いそぎでいえへかえり は，その手がみをどん を表す言葉をおさえ，かえるく

４ ました ・とび出しました なことをおもいながら んががまくんを思う気持ちを想。 ，

おねがいだけど，ゆうびん かたつむりくんにわた 像することができる。時

うけにいれてきてくれない したのでしょうか。 Ｂ…がまくんの気持ちの読み取り

かい。 が不十分である。

〈学習シート〉 Ｃ…表現に即さない勝手な想像を

シート３（略） している。
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分 がまくんがあきらめてベッドで寝て 観点・あきらめて寝ているがまくん

析 いる場面（第３場面）を読んで，次の や手がみを待つかえるくんの気持ちねているがまくんは，

読 ことばを手がかりにがまくんとかえる を思いうかべながら読むことができどんなことをおもって

み くんの気持ちを想像し，話したり書い たか。いるでしょうか。

そして，がまくんの ・行動的目標によるたりすることができる。 基準

方法・条件法による自己評価第 気もちをきいたかえる

５ がまくん：いやだよ・ぼく，もうまっ くんは，どんなことを Ａ…寝ているがまくんと手がみを

時 てるのあきあきしたよ・そん おもいながら，まどの 待っているかえるくんの様子を

なことあるものかい・手がみ そとをみているでしょ 表す言葉をおさえ，あきらめて

をくれる人なんて・いるとは うか。 いるがまくんや今か今かと待っ

おもえない・ばからしい ているかえるくんの気持ちを想

かえるくん：お手がみがくるのをもう 〈学習シート〉 像することができる。

ちょっとまってみたらいい・ シート４（略） Ｂ…がまくんやかえるくんの気持

ひょっとして・まどからのぞ ちの読み取りが不十分である。

きました Ｃ…表現に即さない勝手な想像を

している。

分 かえるくんががまくんに手紙を書い 観点・かえるくんががまくんに手が

析 たことを打ち明ける場面（第４場面） みをかいたことを知り，しあわせなかえるくんはが

読 を読んで，次のことばを手がかりにが 気持ちで手がみを待っているがまくまくんにどんなこ

み まくんやかえるくんの気持ちを想像し， んととかえるくんの気持ちを思いうとをおもいながら，

話したり書いたりすることができる。 かべながら読むことができたか。手がみをかいたと

第 いったのでしょう ・行動的目標による基準

方法・条件法による自己評価６ がまくん：きやしないよ・ああとても か。

時 いい手がみだ・とてもしあわ そのあと，がま Ａ…かえるくんが手がみをかいた

せな気もち くんとかえるくん ことを知ったがまくんの様子を

かえるくん：ずっと・きっと・しんあ は，どんなことを 表す言葉をおさえ，しあわせな（

いなるがまがえるくん・しん おもいながら手が 気持ちで手がみを待つがまくん本

ゆうであることをうれしくお みをまっていたで やかえるくんの気持ちを想像す時

もっています・とてもしあわ しょう。 ることができる。）

せな気もち Ｂ…がまくんやかえるくんの気持

〈学習シート〉 ちの読み取りが不十分である。

シート５ Ｃ…表現に即さない勝手な想像を

（最終ページ参照） している。

分 がまくんが手紙をもらった場面（第 観点・手がみをうけとったときのが

析 ５場面）を読んで，次のことばを手が がまくんは手がみ まくんの気持ちや様子を表す言葉を

読 かりに手紙をもらった時のがまくんの をうけとったとき， おさえ，がまくんの気持ちを思いう

み 気持ちを想像し，話したり書いたりす どんなことをおもっ かべながら読むことができたか。

ることができる。 たでしょうか。 基準・行動的目標による。

方法・条件法による自己評価

第 がまくん：ながいことまっていました 〈学習シート〉 Ａ…手がみをうけとったときのが

７ ・とてもよろこびました シート６（略） まくんの様子を表す言葉をおさ

・ え，がまくんの気持ちを想像す
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８ ることができる。

時 Ｂ…がまくんの気持ちの読み取り

が不十分である。

Ｃ…表現に即さない想像をしてい

観点・がまくんになってかる。

えるくんに返事を書くことがで

きたか。

観点・がまくんになってかえるく体 全文を体制的に読み，二人の友情に

がまくんになって， んに返事を書くことができたか。制 共感し，童話の楽しさをいっそう味わ

かえるくんに手がみを 基準・行動的目標による。読 うことができる。

み 方法・相互評価かきましょう。

第 Ａ…かえるくんのやさしさに触れ

９ て返事を書くことができる。

・ Ｂ…かえるくんのやさしさに触れ

１ る内容がやや不十分である。

０

・

１

１

時

発 アーノルド＝ローベルのほかの作品 観点・いろいろなお話を進んで読

展 を楽しんで読むことができる。 「お手がみ」をかいた もうとすることができたか。

人のほかのおはなしも 方法・行動観察による教師の評価

第 よんでみましょう。 Ａ…いろいろな作品を自分で選

１ んで読むことができる。

２ Ｂ…すすめられた作品を読むこと

時 ができる。
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●本時の展開（本時６／ ）12

Ｌ ～ Ｌ 第４場面）（１）本時の学習範囲 P.75 .10 P.78 .2 (

（２）目 標

第４場面を読んで，次のことばを手がかりにかえるくんやがまくんの気持ちを想像し，二人が思った

ことを話したり書いたり，気持ちを込めて音読したりすることができる。

がまくん……きやしないよ・ああ，とてもいい手がみだ・とてもしあわせな気もち

かえるくん……ずっと・きっと・しんあいなるがまがえるくん・しんゆうであることをうれしくおも

っています

とてもしあわせな気もち

（３）学習内容

がまくんやかえるくんになったつもりで，楽しんで読もうとすること。【態度】 △

がまくんやかえるくんの気持ちを想像しながら読んだり書いたりすること。【技能】 ○

文脈の中で語句の意味を理解すること。【言語事項】 ●

「ずっと 「きっと 「しんあいなる 「しんゆう 「しあわせな気もち」」 」 」 」

学習 学習内容 学習活動 □留意点

過程 （△態度 ○技能 （★てだて） ☆評価の観点

●言語事項）

課題 △がまくんやかえるく □ 各自で音読をする時間を１．本時で学習するところを，挿絵をもとに確

んになって，楽しんで 取る。認する。

読もうとすること。

□ あらすじを板書し，あら２. 第４場面を直観的に読み，あらすじをおさ

○手がみを書いたこと すじをもとにして詳しく読もえる。

を話した時の気持ちを うとする気持ちを喚起する。

想像しながら読むこ □ 話し合いながら学習課題３. らすじをもとにして，詳しく読む課題をあ

と。 を設定する。教師とともに考え，設定する。

○手がみを待っている □ 読み取る課題は２つある

がまくんとかえるくん が，１つめの課題は全体で学

の気持ちを想像しなが 習する。

かえるくんはがまくんにどんなことをおら読むこと。

もいながら手がみをかいたといったのでし

ょうか。○がまくんやかえるく

そのあと，がまくんとかえるくんは，ど方法 んの気持ちを想像しな

んなことをおもいながら手がみをまっていがら，がまくんやかえ

たのでしょう。るくんになって動作化

したり音読したりする

４．打ち明けた時のかえるくんの気持ちや手こと。

がみの内容について，全体で話し合う。
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●文脈の中で語句の自己

５．課題を解決するための方法を考える。学習 理解すること。意味を

「しんあいなる」

□ 人数を均等に２つのグル「しんゆう」 ６．３種類の学習シートを紹介し，自分にあっ

ープに分ける。「 」しあわせなきもち た学習シートを選ぶ。

７．選んだ学習シートで自己学習をする。

コース コース コース □ スペードコースは個別指♥ ◆ ♠

★学習方法を ★がまくんやか ★リード文に沿 導する。

確認し，自分 えるくんの様子 って想像の手が

の力で自由に がわかるリード かりになる言葉

読み，がまく 文に続けてがま や文を読み取

んやかえるく くんやかえるく り，がまくんや

んになって， んになって二人 かえるくんの気

二人の気持ち の気持ちを書 持ちを考える。

を 自 由 に 書 く。

く。

□ 語句の意味を指導し，手

共同 がかりとなる言葉をおさえ８. 自己学習をもとに話し合う。

学習 ・がまくんやかえるくんの気持ちを発表し る。

合う。

・想像の手がかりになる言葉を押さえる。

・語句の学習をする。

・役割を決めて，がまくんやかえるくんに

なったつもりで動作化したり音読したり

する。

☆評価の観点９. 話し合いを基に評価基準を設定し，学習を

・友だちの発表を聞き，かえふり返る。

自己 Ａ なって二 るくんががまくんに手紙を書…がまくんやかえるくんに

評価 人の気持ちを書いている。 いたことを知り，しあわせな

Ｂ 気持ちが 気持ちで手紙を待っているが…がまくんやかえるくんの

不十分である。 まくんとかえるくんの気持ち

Ｃ 書い を思いうかべながら話したり…表現に即さない勝手な想像で

ている。) 書いたりすることができる。

到達 ○役割を決めて数名が音読す10. かえるくんが手紙を書いたことを打ち明

る。け 二人で手紙を待っている場面を音読する， 。
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